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[序] 

東北大学では 1974 年より木星電波の観測を主な目的に、HF 帯電波観測を実施し、近年においてはパラボラアン

テナによる UHF 帯の木星シンクロトロン電波の観測が開始されている。さらに HF 帯において広帯域偏波スペクト

ル観測システムによる連続観測が行われ[Hiyama et al., 2004 春合同大会]、太陽電波バーストの直接的な観測が

なされている。太陽電波の強度は HF 帯においては最大で 1010[Jy]にも達し、月は太陽電波を反射させ、宇宙空間

に反射電波を放射していると考えられる。1946 年から 1970 年代にかけてレーダー信号を月に照射し、その反射波

を受信する実験が行われた。Webb(1946)は micro 波帯においてレーダー月反射実験を行い、数 GHz の周波数帯にお

ける反射率を導出している。その後 Davis et al(1964)が初めて HF 帯の電波を用いてレーダー月反射実験を行っ

た。これらのレーダー観測の結果、波長の長い電波に対して月は効率よく反射し、反射率は 10％～30％程度であ

ると求められている。また反射率から月表面の誘電率を求めることがなされ、波長 68cm の電波に対し、月表面の

比誘電率が 2.79 であるという観測結果が報告されている[J.V.Evans 1969]。しかしながら、レーダー観測では求

められるレーダーパラメータの精度が低い為、導出された誘電率は大きな誤差を持つ事が問題であった。Hagfors 

et al., (1969)はこの問題点を指摘し、50MHz の観測周波数で、Cosmic Noise の月面反射をパラボラアンテナで

観測することで、月表面の誘電率を導出し、3.7±0.7 と求めている。レーダー観測では固定周波数の信号を送受

信するが、一方太陽電波は強度が強いだけではなく、数 100MHz~数 100kHz と広い周波数で放射される為、周波数

掃引型受信機を用いれば連続的な反射率を導出することが可能である。又、地上においては、長期的な観測が可能

なため、月・惑星表面の状態の変化を反射率から捉えることも可能である。 

 東北大学における木星電波観測システムにおいて Hiyama et al.(2004 SGEPSS 秋総会)は月による反射波受信

可能性について議論した結果、325MHz 及び、デカメータ帯での観測が高感度観測装置で可能であるとの結果を得

た。 

そこで、今回太陽電波を用いて月の反射率の測定を考える上での実験的な観測として、単周波数での観測を行

う事と、惑星探査の一つの方法として太陽電波反射を用いる観測手法の確立の為、アイスランドに太陽電波直達波

観測システムを新たに構築し、更に飯舘惑星電波観測システムを用いて、月電波放射の初期観測を行った。本発表

ではアイスランド新観測機器のシステム概要と飯舘における月観測結果について報告する。 

  

[観測装置開発] 

 アイスランド Husafell 観測所に HF 帯電波観測システム及び UHF 帯電波観測システムを構築した。システムは

アンテナ部・フロントエンド部・主受信部・データ取得部から構成され、各アンテナ部は HF 帯では 2 素子八木ア

ンテナ・UHF 帯では 16 素子ログペリオディックアンテナを用いている。各アンテナの信号は HF 帯では 16MHz ハイ

パスフィルタ、低ノイズアンプ A-11 により増幅され、UHF 帯では 200MHz~350MHz の通過帯域のバンドパスフィル

タ・低ノイズアンプ A-11 による増幅される。主受信部はスペクトルアナライザ E4411B により構成され、GPIB イ

ンターフェースを介してデータ取得部と接続されデータ送受信を行う。主受信部は、HF 帯では分解能帯域幅 10kHz

で 18MHz~38MHz、UHF 帯では分解能帯域幅 30kHz で 150MHz~350MHz を 401step/2sec で掃引する。 

 

[初期観測結果] 

 アイスランド太陽電波直達波観測は 2004 年 9 月より開始され、UHF 帯の連続観測がなされ TypeⅢ・Ⅱ・Ⅳ電

波バーストが観測されている。飯舘惑星電波望遠鏡(IPRT)は観測周波数 325MHz で可動式のパラボラアンテナであ

り、IPRT の初期観測は 2004 年 12 月から開始され、月電波観測を行った。観測はアンテナのビームを天球上の月

の通り道に向け、月がアンテナビームを横切る際を観測する、待受け型のドリフトスキャン法で行う。初期解析の

結果 325ＭＨz における月のアンテナ温度は 13Ｋ程度であり、これはフラックス密度では数 10[Jy]になる。本観測

手法確立の為の基礎データとして月熱放射の月齢変化を現在観測中である。また、観測中に太陽電波バーストが起

きた例として 2 例観測されたが、同時のアイスランドにおける太陽電波観測がなかった為、反射波から月の反射率

の導出にまではいたっていない。 



 


